
令和５年度 第１回 金指小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日  令和５年５月８日（月） １５時００分から１６時３０分まで 

２ 開催場所   金指小学校 さかみちホール 

３ 出席委員    宮澤 勝實、青嶋 伸介、野沢 英年、内山 康子、巨島 信慶、 

   菊地 幸江、飯田 博乃、黒瀬 憲太郎 

４ 欠席委員   なし 

５ 傍聴者    なし 

６ 学校     山村 健一（校長）、縣 倫子（教頭）、 

柳田 葉子（ＣＳ担当教員）、入手 佑香（ＣＳディレクター） 

７ 教育委員会  牧野 知子（教育総務課） 

８ 会議録作成者 入手 佑香（ＣＳディレクター） 

９ 会議記録 

   司会の教頭から、委員総数８人のうち８人の出席があり、過半数に達している

ため、会議が成立している旨の報告があった。 

10 浜松市学校運営協議会規則の確認 

   教育総務課、牧野指導主事から目的、任期、委員の守秘義務等の説明と学校運

営協議会自己評価の実施についての説明があった。 

11 議長の選出 

司会から、議長の選出について宮澤委員を推挙する旨の発言があり、全員異議

なくこれを承認した。 

12 前回までの会議内容の確認 

  ①令和４年度第４回会議録の確認 

  ②学校運営協議会自己評価の実施と結果等について 

   ・令和４年度自己評価の振り返り 

  ③令和５年度学校運営の基本方針について  

  ④金指小いじめ防止基本方針について 

13 協議事項   

（１）生活科、総合的な学習の時間を中心に取り組む「地域に関する学習」につ

いて 

議長の指示により、校長から、別紙資料に基づき重点項目としている家庭・

地域と連携した教育の推進について、地域の「ひと、もの、こと」を授業や学

校行事に積極的に活用する具体的なイメージの説明があった。総合的な学習の

時間に限らず、１年生、２年生の生活科や、社会科と図画工作科などでもでき

るだけ地域を舞台に学習活動を展開し、子供たちが地域の方と触れ合う機会を

意図的に作りたい。「ふるさと金指に誇りを持ち、金指を愛する人」となるよう

に進めていきたいとの話があった。 

教頭からは、１年生と２年生の生活科の学習の中で、地域に関わる学習には

どんな内容があるか説明があり、その後、昨年度の活動の様子がスライド写真

を用いて紹介された。 



 

 

それらを受けて、委員からは以下の発言があった。 

・ 昨年度の学習成果発表会では、６年生の発表がとても印象的だった。現６年

生は発表した内容を知っているのか。（黒瀬委員） 

・ 学習成果発表会の前に、校内でお互いに見せ合うことをした。６年生が発表

した内容は承知している。（教頭） 

・ 総合的な学習の時間の中で、自分のテーマを決めるとあるが、一人ひとつの

テーマを決めるのか、それともグループでまとめるのか。（宮澤委員） 

・ 基本は一人１個の自分の調べたいテーマとなる。カテゴリが類似している人

達がグループにまとまり、お互いに追究し深め合っていく。（教頭） 

・ 地域に関する学習を進めるために、地域の方を紹介することや資料の提供な

どに協力することができる。具体的な地域の探究活動支援を決定するのはいつ

頃になるのか。（宮澤委員） 

・ 子供たちがテーマを決めるために、地域に出て、地域を知り、自分が何を調

べたいのかを決定するため、テーマを確定するまでに時間がかかる。本格的に

テーマが設定され活動するのは６月頃になる。（教頭） 

・ 総合的な学習の時間では、決められたものを教えてもらい覚えるのではなく、

自分でいろんな体験を通しながら学び方を身に付けていくことをねらいとして

いる。課題に対して調べ方を学び、地域の方とたくさん関わり、関わり方を覚

え、できることが一つ二つ増える積み上げを４年間にやっていきたい。（校長） 

・ 昨年度は青嶋委員や山本さんに地域学習に関わっていただき、歴史や列車の

話をしていただいた。地域の人材を紹介してもらえる情報がほしい。（教頭）  

・ 学校運営委員として、できるところを探しながら人と人を繋げることに協力

していきたい。昨年度の６年生の発表等を見る中で、初めて子供たちが自分の

住んでいる地域に興味をもって生活をしてくれていることを知ることができ、

嬉しかった。（青嶋委員） 

・ 子供たちに、金指の自慢は何か聞くと施設的なものに目が行きがちだが、中

には「優しい人がたくさんいる」や「住んでいる人の仲が良い」といった声も

あった。人々の繋がりにスポットを当て、考えた課題の中で子供たちなりに確

かめたり、思いを他の人に聞いてより良い方向に修正できたりするようなきっ

かけになればよい。（校長） 

・ 地域の人同士の繋がりが希薄になっているように感じる。子供たちの素朴の

意見の中に大人が真剣に考えるヒントをもらえるように思う。地域に関する学

習に協力し、参画していけるところがあるとよい。（青嶋委員） 

・ ７月の学校運営協議会では、生活科と総合的な学習の時間の授業参観を計画

している。その時には、テーマが決定しているので熟議してもらいたい。（教頭） 

・ 昨年度、担任から低学年の場合は安全に町探検できるように地域の方など同

行していただける方がいるとありがたいとの声があった。（教頭） 

  

（２）令和５年度「夢育やらまいか事業」に対する意見書について 

議長の指示により、教頭から、資料に基づき学校運営の基本的方針を具現化



 

 

するための活動や学校運営に資する活動を行うための経費として有効活用する

説明があり、委員から、以下の発言があった。 

・ ３年間はコロナ禍で教育活動が中止となる場合が多かったが、今後は学校に 

人を招聘する機会が増えると思う。意見書の中にコンサートなどの文化的な行

事の部分を入れてはどうか。（宮澤委員） 

 

その他報告事項等 

    司会から、次回会議は、令和５年７月６日（木）午後１３時１５分からさか

みちホールで開催する旨の報告があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


